
資料 1（第４回産学公連携協議会） 

第 4 回 

健康と文化の森地区産学公連携協議会 

 

日時：2025 年（令和 7 年）8 月 28 日（木） 

午後 2 時 00 分～ 

場所：藤沢市役所 本庁舎 6 階 6-1 会議室  

 

次 第 

 

1．開会 

 

 

2．議事 

 

（１）前回協議会の振り返り/資料 2、資料 3 

 

 

（２）産学公連携実行プランの全体イメージ/資料 4 

 

 

（３）展開する施策について/資料 3 

 

 

（４）プランの推進体制について/資料 3 

 

 

3．閉会 
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産学公連携実行プランの構成と進め方について 

産学公連携実行プラン 

構成（案） 

各会の進め方（案） 

R6 R7 

１回 

8 月 29 日 

２回 

12 月 4 日 

３回 

3 月 21 日 

４回 

今回 

５回 

11 月下旬 

６回 

3 月上旬 
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●：素案の提示 

△：検討事項の提示 



第４回 健康と文化の森地区

産学公連携協議会

第４回 健康と文化の森地区

産学公連携協議会

令和7年8月28日（木曜日）
藤沢市役所 本庁舎6階 6-1会議室
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事務局:藤沢市 都市整備部 西北部総合整備事務所
藤沢市 市⾧室 共創推進課
藤沢市 経済部 産業労働課
株式会社フジタ（土地区画整理組合 業務代行者）
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議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの全体イメージ

３．展開する施策について

４．プランの推進体制について

次 第次 第
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議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの全体イメージ

３．展開する施策について

４．プランの推進体制について

次 第次 第
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前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
■産学公連携実行プランの構成イメージの確認

1. プランの位置づけ

○藤沢市のめざす都市像や
基本目標を掲げたもので、
その実現に向けてまちづ
くりテーマと重点施策を
定めている

〇 健康と文化の森整備事
業は都市の機能と活力を
高める重点事業として位
置付け

藤沢市市政運営の
総合指針2024

• 藤沢市の既存計画やまちづくりガイドラインとの関係性および、本プランの役割を確認。
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〇 健康と文化の森地区を、
学術文化新産業拠点とし
て都市拠点の一つに位置
付け、慶應義塾大学湘南
藤沢キャンパスの持つ情
報・環境・医療分野等の
技術集積や学術・研究機
能を核に、産学公連携に
よるビジネス育成や国際
交流拠点の形成をめざす
としている

健康と文化の森地区
まちづくり基本計画

藤沢市
都市マスタープラン

健康と文化の森地区
まちづくりガイドライン

健康と文化の森地区
産学公連携実行プラン

「都市マスタープラン」や「まちづくり基本計
画」に具体な取組方針が示されていないため、
産学公連携実行プランとしてとりまとめる。

〇 まちづくりのめざす姿
として、みらいを創造す
るキャンパスタウンを掲
げている

〇 「環境共生」「健康・
医療」「農を活かす」
「活力創造・文化・交
流」の４つのテーマ別ま
ちづくりの取組方針や土
地利用・都市施設等につ
いて提示

♦「まちづくり基本計画」を
踏まえ、関係者間で本地区
全体の将来像を共有し、そ
の実現に向けてまちづくり
を適切に誘導する指針とな
ると同時に、地区計画の決
定に向けた検討の指針

都市拠点の一つに位置づけている健康と文化の森地区
において、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスの持つ情
報・環境・医療分野等の技術集積や学術研究機能を核
にまちづくりを進めるため、大学の学生や教職員、研
究者、産業、市民、行政などまちづくりを担うさまざ
まな主体が連携し地区の強みを活かす活動や取組につ
いてとりまとめる。

まちづくりの誘導に
かかる部分を反映



前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
2. 策定の背景
■産学公連携に関するこれまでの動き
• 本地区で展開されてきた産学公連携の動きを踏まえ、
社会動向の変化に適応した新たな産学公連携を考える
必要がある。
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 企業へのアンケート・ヒアリング及
び意見交換（大学との連携や
立地に対する考え方）

 慶應義塾大学SFCへのヒアリン
グ及び意見交換

 学生へのヒアリング及び意見交換
（慶應義塾大学SFCの学生、他
大学の学生）
 近隣住民へのヒアリング及び意見
交換

 研究所の進出は不透明。また、スタートアップやベンチャー企業が大
学連携を期待しているが、見込みは不透明。

 企業立地の判断においては、老朽化や手狭になったことに起因する
ケースが多い。また、人材確保の観点から住環境を重視する傾向。

 慶應義塾大学SFCでは理系、文系に捉われない活動が多く、一般
的な産学公連携にはなりづらい。

 まちとの関わりに関心がある学生が潜在しており、産業系の連携だ
けでなく、商業施設等における連携にも期待。

 起業をめざす学生に対しての支援も必要。

取り組み内容 ヒアリング・意見交換より見えてきた事

■産学公連携のあり方について



3. めざす姿 に関連する事項
• 策定の背景に記載の課題解決を図るため、また、基本計画で掲げるビジョン「活力創
造・文化・交流のまちづくり」を実現するため、産学公連携実行プランのめざす姿を設
定する。

■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

企業と大学との連携によるビジネス育成も重要だが、地域や大学・学生による活動拠点の形成にも
重きを置いた取組が求められる

★本地区の産学公連携に求められる事は...

•

•

•

•

前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
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• めざす姿の実現に向け、ディスカッションやアンケート・ヒアリング等でいただいたご意
見を踏まえ、施策案について議論されました。

■めざす姿に基づいた施策

7

前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り



■展開する施策に基づく取組に対する意見交換
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•
•
•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•
•





•

•

前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り



前回協議会の振り返り(前回からの変更点)前回協議会の振り返り(前回からの変更点)
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■産学公連携のイメージについて

•
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前回協議会の振り返り(前回からの変更点)前回協議会の振り返り(前回からの変更点)
■展開する施策について



議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの全体イメージ

３．展開する施策について

４．プランの推進体制について

次 第次 第
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議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの全体イメージ

３．展開する施策について

４．プランの推進体制について

次 第次 第
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• 展開する施策について改めて議論。

■めざす姿に基づいた施策

13

展開する施策について展開する施策について



Fujisawa SST タウン共通プラットフォーム

柏の葉スマートシティ
スマートライフパス柏の葉における子どもの一時預かりサービス実証実験

展開する施策について展開する施策について
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•

•

•

•

•

•

※新システムリニューアル済



慶應義塾大学SFC七夕祭

金沢市
学生の地域コミュニティ連携促進事業

宇部市
YCCU若者クリエイティブコンテナ

展開する施策について展開する施策について
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•

•

•

•

•

•

小出川彼岸花まつり



京都知恵産業創造の森
産学連携コーディネーター交流会

FUKUOKA GROWTH NEXT 福岡市・パートナー企業

展開する施策について展開する施策について
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•

•

•

•

•

•

•

慶應藤沢イノベーションビレッジ
※藤沢市ホームページより



実証実験のイメージ ※つくば市資料より

電動モビリティのシェアリング実証
※さいたま市HPより

官民連携オープンイノベーション企画
「Innovation for New Normal from Shibuya」

みんなのまちづくりスタジオ
柏の葉キャンパスタウン/UDCKTM

展開する施策について展開する施策について
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•

•

•

•

•

•



展開する施策について展開する施策について
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•

•

•

•

•

ORF ※慶應義塾大学SFCホーム

ページより

街まるごとオープンキャンパス
柏の葉キャンパスタウン/UDCK

藤沢市
湘南産ワイン用ブドウ品種「メイヴ」の栽
培における大学との連携

小金井市 わくわく都民農園小金井
※小金井市観光まちおこし協会HPより

市民講座 ※慶應義塾大学SFCホー

ムページより



地産地消レストラン
（農家レストランいぶき）

展開する施策について展開する施策について
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•

•

•

•

•

•

スロージョギング×健康モニタリング
さいたま市美園地区

大学と企業の協力による健康づくり拠点
まちの健康研究所「あ・し・た」

秋葉台文化体育館
※藤沢市ホームページより

ふじさわ健康マルシェ
※チームFUJISAWA2020ホームペー
ジより



議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの全体イメージ

３．展開する施策について

４．プランの推進体制について

次 第次 第
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プランの推進体制についてプランの推進体制について
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• ５章ではプランの推進を図るためのPDCAサイクルを記載。
■プランの推進体制

•

•

•

Plan

Do

Check

Action•



参考参考
■基本計画、ガイドライン、協議会意見から施策を展開するためのキーワードを５W1Hで整理
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参考参考
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■施策を展開するうえでの共通課題

•

•
•

•
•
•

•

•

•
•



慶應藤沢イノベーションビレッジ

2016年（平成28年）
市街化区域に編入

2024年（令和6年）
市街化区域に編入
（土地区画整理事業中区域）

•
•
•
•

•
•

資料４（第４回産学公連携協議会）
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•

•

•

•

•

•

•



•

•

•

•

















•

•

•

•



当日資料１（第 4 回産学公連携協議会） 

 

健康と文化の森地区産学公連携協議会設置要綱 

 

（名称） 

第１条 この組織は、健康と文化の森地区産学公連携協議会（以下「連携協議会」という。）」

と称する。 

 

（目的及び設置） 

第２条 都市拠点の一つに位置づけている「健康と文化の森地区」において、慶應義塾大

学湘南藤沢キャンパスの持つ情報・環境・医療分野等の技術集積や学術研究機能を核に

まちづくりを進めるため、大学の学生や教職員、研究者、産業界、市民、行政などまち

づくりを担うさまざまな主体が連携し地区の強みを活かす活動や取組について、幅広い

視点や立場から意見や提案をいただき、産学公連携実行プラン策定に向けた検討を行う

事を目的として、連携協議会を設置する。 

 

（所掌事項） 

第３条 連携協議会は、次に掲げる事項について検討を行う。 

(1) 産学公連携実行プランに関する事項 

(2) 産学公連携のあり方に関する事項 

(3) 産学公連携の活動拠点とまちづくりに関する事項 

(4) 産学公連携の実現に向けた取組に関する事項 

(5) 前各号に掲げるもののほか、第２条の目的を達成するために必要となる検討及び専

門的な助言、指導等に関する事項 

 

（組織） 

第４条 連携協議会は、構成員１０人以内で組織する。 

 

（構成員） 

第５条 構成員は、第４条の範囲内において、次の各号に掲げるものから市長が依頼する

ものとする。 

(1) 学識経験者 



当日資料１（第 4 回産学公連携協議会） 

 

(2) 有識者 

(3) 関係事業者 

２ 連携協議会には会長を置き、構成員から市長の指名により定める。 

３ 会長は、議事その他の会務を総理し、連携協議会を代表する。 

４ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、市長の指名する構成員がその職務

を代理する。 

 

（構成員の任期） 

第６条 構成員の任期は、第２条の目的を達成するまでの間とする。 

 

（会議） 

第７条 連携協議会は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ 連携協議会は、会長及び半数以上の構成員の出席（オンラインでの出席を含む。）を

もって、会議を開くことができる。 

３ 連携協議会は、法人等に関する情報を取扱うことから藤沢市情報公開条例（平成１３

年条例第３号）第３０条第２号に該当するため原則非公開とする。ただし、会議録や会

議資料については、法人等に関する情報を抹消した上で、公表を行うものとする。 

 

（代理出席） 

第８条 構成員が自ら出席することができないときは、第５条の学識経験者及び有識者を

除き、代理の者を出席させることができる。この場合において、会長に代理の者の氏名

等を報告することにより、その代理の者の出席をもって構成員の出席とみなす。 

 

（意見等の聴取） 

第９条 会長は、会議の運営上必要があると認めるときは、本市の職員及びその他の関係

人を会議に出席させてその意見又は説明を聴くことができる。 

 

（オブザーバー） 

第１０条 連携協議会にオブザーバーとして、藤沢市健康と文化の森地区土地区画整理組

合の理事を置く。 
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（秘密保持） 

第１１条 会長、構成員、オブザーバー若しくは連携協議会に従事する職員又はこれらの

職にあった者は、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（連携協議会の事務局及び事務） 

第１２条 連携協議会の事務局は、都市整備部西北部総合整備事務所の他、市長室共創推

進課、経済部産業労働課及び株式会社フジタ（藤沢市健康と文化の森地区土地区画整理

組合 業務代行者）が行う。 

２ 連携協議会の事務は、都市整備部西北部総合整備事務所が行う。 

３ 事務を補佐するため、都市整備部西北部総合整備事務所は、コンサルタント会社及び

アドバイザーを配置することができる。 

 

（雑則） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、運営に関し必要な事項は、連携協議会に諮り会長が

定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、２０２４年（令和６年）７月２９日から施行する。 

２ この要綱の施行の日以後最初に開かれる会議は、第７条第１項の規定にかかわらず、

市長が連携協議会を招集する。 

附 則 

この要綱は、２０２５年（令和７年）４月１日から施行する。 
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健康と文化の森地区産学公連携協議会 名簿（ 敬称略 ） 

■構成員 

 氏  名 所  属 等 

学識経験者 

有識者 

清水
し み ず

 たくみ 
慶應義塾大学 

総合政策学部 准教授 

柳澤
やなさわ

 大輔
だいすけ

 
株式会社カヤック 

取締役会 代表取締役 CEO 

松田
ま つ だ

 賢治
け ん じ

 
Fujisawa SST マネジメント株式会社 

代表取締役社長 

石坂
いしざか

 颯
りゅう

都
と

 
ミライドア株式会社 

投資本部副本部長 

関係事業者 

飯盛
いさがい

 義徳
よしのり

 
慶應義塾大学 SFC 研究所所長／総合政策学部

教授 

中峯
なかみね

 秀之
ひでゆき

  
慶應義塾大学 

湘南藤沢キャンパス 事務長 

廣川
ひろかわ

 克也
か つ や

 
一般財団法人 SFC フォーラム 

業務統括・事務局長             

■オブザーバー 

藤沢市健康と文化の森地区土地区画整理組合 副理事長 飯島
いいじま

 昭
あきら

 

藤沢市健康と文化の森地区土地区画整理組合 理事 小林
こばやし

 誠
まこと

 

■事務局 

藤沢市 都市整備部 西北部総合整備事務所 

藤沢市 市長室 共創推進課 

藤沢市 経済部 産業労働課 

株式会社フジタ（藤沢市健康と文化の森地区土地区画整理組合  業務代行者） 

■事務局補佐 

（コンサル）八千代エンジニヤリング株式会社 

（アドバイザー）石山
いしやま

 さつき（慶應義塾大学非常勤講師） 

（アドバイザー）村松
むらまつ

 功
こう

規
き

（コントラン株式会社 代表取締役社長） 

 


